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＜学校教育目標＞ 北海道日高高等学校

魅力ある学校づくりを目指して 自律する人間 共創する人間 錬磨する人間 町 田 英 謙

学校間交流事業（富川高校） 管内教科研究会(保健体育部会)

１月２３日（木）、日高国際スキー場において日高管内 ２月１０日(月)、日高国際スキー場において、日高管内
の富川高校との学校間交流事業が開催されました。 の教科研究大会(保健体育部会)が開催されました。
富川高校とは、今年度から宿泊研修を通じた「スキー研 当日は、雲一つない快晴の中、素晴らしいコンディショ

修」において、日高町産業学習のスキー指導員、本校の教 ンでしたが、前日は道内の最低気温が軒並塗り返るほど寒
職員、そして本校生徒がスキー指導にあたりながら、指導 い日になったこともあり、朝はマイナス１５度の気温でし
者と生徒同士が交流を図る企画で実施しました。 た。日高管内の保健体育教諭１４名が参加していきだきま
当日は、今シーズン１番の晴天と、前日の降雪で最高の した。開会式では、本来的な当番校は、富川高校 古瀬校

コンディションでした。富川高校生の殆どが初心者でした 長先生でしたが、開催会場校として私のほうからご挨拶さ
が、同年代の生徒との交流もあり、めきめき実力をつけて せていただきました。
シュプールを描いていました。 「北海道の冬季スポーツとしてスキーは代表的なもので
閉会式では、古瀬校長先生から有り難い感謝のお言葉を ある。日高管内では実施している学校が少ないと思います

いただきました。本校の生徒は毎日、この素晴らしい環境 が、人事異動等で今後異動した学校でスキー授業を実施し
の中で、スキー技術を磨いていますが、教える難しさを体 ている学校も沢山あるので、本日の研修を生かして欲しい
験できたことは、大変有意義な経験だと思います。 こと。管内は特色ある学校が様々であるが、情報交流を密
後日、古瀬校長先生から連絡があり、富川高校の生徒達 にして、これからの保健体育教諭として仲良く結束してほ

がスキー体験が楽しく思い出に残ったことを聞き、北海道 しいこと。最後に、皆さんは体育・スポーツのプロである
で出来る冬季スポーツの素晴らしさを実体験でき、本当に が、怪我なく、体調を崩すことなく各学校で活躍して欲し
良かったと思います。次年度以降、さらに充実した事業に いこと。」について挨拶させていただきました。
なることを祈念いたします。 変化の激しい教育界で、学校間や教科での情報交流は、

これからの大きな武器となりますので、素晴らしい時間を
過ごしていただけることを心から祈念致します。

学校間交流事業（大樹高校）

１月２９日（水）、３０日（木）、十勝管内の大樹高校 人事協議について
との学校間交流事業が開催されました。
２９日（水）１５：４０から、国立ひだか青少年自然の ３月は新しい年度を迎えるため、別れの時期でもありま

家（プレーホール）で、対面式・交流会がおこなわれ、大 す。年明けから人事異動について動いていましたが、２月
樹高校の生徒が司会し、高倉教頭が挨拶、私の方から本校 ５日(水)、道庁別館の大会議室において、武田日高教育長
の紹介、講師の紹介をおこないました。続いて、日高町教 とともに第三次協議に行ってきました。
育委員会産業学習の高見澤さんから、インストラクターを 人事異動は規定年数を経過した教職員が、全道の教職員
代表し、「北海道の冬季スポーツであるスキーをけがなく、 との交流で学校の活性化を図ることを目的として実施され
楽しんで欲しい。」と挨拶いただきました。 ています。
両校の生徒代表挨拶では、本校生徒会長の関口くんが、 今年は、３月６日(金)10:00 以降に、内示発令を行う予

「今回は日程の関係で、検定や技術選で全校生徒が対応で 定です。ご転出される教職員の皆様におかれましては、本
きなくなり申し訳ないです。代表生徒だけの交流となりま 校の教育活動の経験を活かし、新天地でもご活躍を祈念申
すが、しっかりお手伝いしたい。また、ゲレンデで日高高 し上げます。
校生が練習しているので、声を掛け合って同じ高校生とし また、これから来年度の学校運営において、校内人事の
て交流したい。」と話がありました。 調整を図っていきます。次年度以降も本校の歴史・伝統を
対面式が終了後に、各班で自己紹介等で事前交流がおこ 継承し、素晴らしい教育活動のため、今後もご尽力いただ

なわれました。 けますことをお願い致します。
３０日（木）９：３０より、日高国際スキー場において

スキー・スノーボードの講習会がおこなわれました。
当日は、低気圧の接近により、十勝の大樹町では３０㎝ 将来の夢ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

以上の積雪があり、ここ日高でも雪が降り、生憎のコンデ
ィションでしたが、両校の生徒は元気よく、活動していま ２月１４日(金)、本校の生徒ホールにおいて「将来の夢
した。 プレゼンテーション」がおこなわれました。

２年生が情報の授業で調べた自分たちの将来なりたい夢
について１年生や教職員に発表する機会です。

卒業考査・卒業認定会議 １０名の生徒が一人４分程度の時間、パワーポイントを
使い説明していくもので、私の世代では考えられない職業

１月３０日(木)、３１日(金)の２日間、３年生の卒業考 である「ユーチューバー、プロゲーマー」等、驚くような
査がおこなわれました。 職業に就きたいと言う生徒がいました。
卒業を目の前にした生徒たちも高校生活最後の考査で、 生徒たちは、プレゼンの向け、画像処理や資料、そして

緊張した顔で受験していました。 説明原稿等、時間を掛けて準備したことが発表から伺えま
２月７日(金)、令和元年度卒業認定会議が実施されまし した。

た。担任より学年状況、各教科より学習状況等の確認がさ この経験で、人前で話すこと。自分の思いを伝えること。
れ、３年生(男子８名、女子２名)、全員の卒業が認定され そのために文字と画像を加工して、資料を作成することを
ました。今後、予餞会、同窓会入会式、卒業式予行、卒業 学び、これからの人生に必ず活きることを感じることがで
証書授与式、産業学習修了式がありますが、元気に未来に きた時間となりました。ご指導にあたった先生方のご苦労
向けて羽ばたいてほしいと思います。 を察します。ありがとうございました。


